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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
　
～
と
あ
る
衛
士
の
お
と
ぎ
ば
な
し
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
３
３
Ｓ

【
作
者
名
】

　
軟
ら
か
い
装
甲

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
マ
ブ
ラ
ヴ
　
オ
ル
タ
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
』
の
世
界
で
戦
死
し
た
帝
国
軍
衛
士
が
、

次
に
目
覚
め
た
の
は
元
の
世
界
と
は
全
く
異
な
る
『
Ｉ
Ｓ
』
の
世
界
だ
っ
た
。

異
邦
人
と
な
っ
た
彼
は
こ
の
世
界
で
、
何
を
感
じ
、
何
を
想
い
、
何
を
信
じ
、

何
の
た
め
に
戦
っ
て
行
く
の
か
。
そ
し
て
、
彼
は
元
の
世
界
へ
と
帰
還
す
る
事

が
出
来
る
の
か
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
『
甲
十
六
号
作
戦
』
（
前
書
き
）

オ
リ
主
＋
オ
リ
ヒ
ロ
イ
ン
は
強
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

二
番
煎
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

作
者
の
執
筆
速
度
は
遅
い
の
で
、
更
新
が
停
滞
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
『
甲
十
六
号
作
戦
』

「
・
・
・
・
・
・
限
界
か
」

　
網
膜
に
は
脱
出
勧
告
と
強
化
外
骨
格
の
起
動
ウ
イ
ン
ド
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
青
年
は
喉
の
奥
か
ら
迫
り
上
げ
て
き
た
物
を
吐
き
出
し
た
。
真
っ
赤
な
血
が

飛
び
散
り
、
自
身
を
。
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
濡
ら
し
て
い
く
。

『
脱
出
し
ろ
！
大
丈
夫
だ
。
ま
だ
間
に
合
う
！
』

『
そ
う
だ
！
こ
ん
な
所
で
諦
め
る
な
ん
て
あ
ん
た
ら
し
く
無
い
！
！
』

　
何
年
も
苦
楽
を
共
に
し
た
、
戦
友
の
声
が
微
か
に
聞
こ
え
る
。

『
は
じ
め
ぇ
・
・
・
・
・
・
。
駄
目
、
駄
目
だ
よ
ぉ
・
・
・
・
・
・
』

　
そ
し
て
最
愛
の
人
の
声
が
、
命
を
捨
て
て
で
も
護
り
た
い
と
想
っ
た
人
の
声

が
聞
こ
え
る
。

　
コ
ン
ソ
ー
ル
ア
ー
ム
を
握
り
締
め
て
い
た
力
が
、
ど
ん
ど
ん
抜
け
て
行
く
。

　
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
中
に
は
装
甲
を
食
い
破
り
、
自
分
を
喰
ら
お
う
と
す
る
異
性

起
源
種
―
―
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
咀
嚼
音
が
響
い
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
・
・
・
・
・
・
で
済
ま
す
・
・
・
・
・
・
か
よ
」

　
唇
に
付
い
た
血
を
掌
で
拭
い
去
る
と
、
両
手
に
力
を
込
め
た
。

　
大
人
し
く
食
わ
れ
る
つ
も
り
は
無
い
。

　
な
ら
ば
愛
す
べ
き
国
土
を
汚
し
た
、
護
る
べ
き
人
々
を
奪
っ
た
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に

一
矢
報
い
て
み
せ
る
。
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「
司
・
・
・
・
・
・
み
ん
な
を
連
れ
て
・
・
・
・
・
・
退
避
し
ろ
」

　
幼
馴
染
の
親
友
に
、
掠
れ
る
よ
う
な
声
で
告
げ
る
。

『
お
前
・
・
・
・
・
・
。
ま
さ
か
！
止
め
ろ
、
・
・
・
・
・
・
止
め
ろ
一
！
よ

う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！

　
佐
渡
島
取
り
戻
し
て
、
甲
二
十
号
も
落
と
し
て
！
俺
た
ち
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ

！
』

「
も
う
・
・
・
こ
れ
し
か
無
い
！
」

　
表
示
さ
れ
て
い
た
全
て
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
閉
じ
る
と
、
強
化
ガ
ラ
ス
に
覆
わ

れ
た
自
決
用
爆
弾
『
Ｓ
－
１
１
』
の
起
爆
ボ
タ
ン
を
、
ガ
ラ
ス
を
叩
き
割
り
な

が
ら
押
し
た
。
網
膜
に
３
０
秒
の
カ
ウ
ン
ト
タ
イ
マ
ー
が
表
示
さ
れ
る
。

「
あ
と
３
０
秒
。
幸
い
・
・
・
・
・
・
光
線
属
種
は
見
ら
れ
な
い
。
全
力
噴
射

な
ら
爆
破
範
囲
か
ら
余
裕
で
逃
げ
ら
れ
る
」

『
馬
鹿
野
郎
っ
！
こ
の
大
馬
鹿
野
郎
！
！
！
』

　
親
友
の
罵
声
を
聞
き
な
が
ら
、
青
年
は
シ
ー
ト
に
身
体
を
預
け
た
。

「
司
、
葵
。
最
後
に
一
つ
頼
ん
で
い
い
か
？
」

『
何
だ
・
・
・
・
・
・
！
』

『
何
よ
・
・
・
・
・
・
！
』

「
雪
乃
の
事
頼
む
わ
・
・
・
・
・
・
」

『
・
・
・
・
・
・
あ
あ
。
任
せ
ろ
』

『
当
た
り
前
よ
。
あ
た
し
の
親
友
な
ん
だ
か
ら
っ
！
』

　
顔
を
歪
め
な
が
ら
親
友
達
は
、
青
年
の
頼
み
を
承
諾
し
て
く
れ
た
。

「
悪
ぃ
。
最
後
の
最
後
ま
で
迷
惑
か
け
て
よ
ぉ
・
・
・
・
・
・
」
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謝
罪
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、
青
年
は
通
信
を
オ
ー
プ
ン
回
線
か
ら
秘
匿
回
線

に
切
り
替
え
る
。

「
・
・
・
・
・
・
雪
乃
・
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
」

『
・
・
・
・
・
・
っ
・
・
・
・
・
・
』

　
涙
を
零
し
な
が
ら
、
青
年
の
恋
人
―
―
雪
乃
は
青
年
を
見
つ
め
た
。

「
今
ま
で
あ
り
が
と
な
。
お
前
が
い
た
か
ら
・
・
・
・
・
・
俺
は
こ
こ
ま
で
戦

え
た
」

『
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
私
・
・
・
・
・
・
だ
・
・
・
・
・
・
っ
て
・
・
・
・
・

・
』

　
嗚
咽
で
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、
言
葉
を
噤
ん
で
い
く
。

　
そ
ん
な
泣
き
顔
は
見
た
く
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
女
を
泣
か
せ
て
い
る
の
は
自

分
だ
。
そ
う
思
う
と
一
は
己
の
無
力
さ
に
、
堪
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
憤
り
を
感

じ
た
。

「
俺
の
分
ま
で
幸
せ
に
な
」

『
う
ん
・
・
・
・
・
・
』

「
俺
の
分
ま
で
長
生
き
し
て
く
れ
よ
な
」

『
う
ん
・
・
・
・
・
・
う
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
』

　
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
青
年
の
頬
に
も
熱
い
何
か
が
流
れ
て
い
た
。

「
じ
ゃ
あ
な
・
・
・
・
・
・
元
気
で
・
・
・
な
」

『
は
じ
め
・
・
・
・
・
・
い
や
、
や
っ
ぱ
り
い
や
だ
よ
ぉ
！
こ
こ
で
お
別
れ
な

ん
て
、
も
う
二
度
と
会
え
な
い
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
。
そ
ん
な
の
絶
対
に
い
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や
だ
よ
！
』

「
行
く
ん
だ
！
・
・
・
・
・
・
生
き
ろ
、
何
が
あ
っ
て
も
！
そ
し
て
・
・
・
・
・

語
り
継
い
で
く
れ
」

　
そ
れ
こ
そ
が
衛
士
の
流
儀
。

　
人
類
の
未
来
に
そ
の
命
を
捧
げ
た
英
霊
へ
の
弔
い
。

『
は
じ
め
ぇ
ぇ
え
え
え
え
え
！
！
！
！
！
』

　
口
か
ら
血
が
溢
れ
出
る
が
、
青
年
は
気
に
留
め
ず
言
葉
を
紡
い
で
い
く
。

「
俺
の
・
・
・
・
・
・
名
前
を
・
・
・
・
・
・
。
俺
た
ち
が
生
き
て
い
た
証
を
・

・
・
」

　
走
馬
灯
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
の
記
憶
が
蘇
る
。

「
護
り
た
か
っ
た
な
ぁ
…
…
も
っ
と
生
き
て
、
護
り
た
か
っ
た
」

　
青
年
の
呟
き
と
共
に
、
カ
ウ
ン
ト
が
ゼ
ロ
を
表
示
す
る
。

　
目
も
眩
む
よ
う
な
閃
光
と
共
に
、
戦
術
核
に
匹
敵
す
る
爆
発
が
巻
き
起
こ
る
。

　
そ
の
瞬
間
、
青
年
の
駆
る
０
４
式
戦
術
歩
行
戦
闘
機
―
不
知
火
・
二
型
は
そ

の
地
上
か
ら
姿
を
消
し
た
。

２
０
０
４
年
１
２
月
２
５
日

　
国
連
軍
、
大
東
亜
連
合
軍
、
統
一
中
華
戦
線
、
日
本
帝
国
軍
に
よ
っ
て
決
行

さ
れ
た
重
慶
ハ
イ
ヴ
攻
略
作
戦
『
甲
１
６
号
作
戦
』
は
多
大
な
犠
牲
を
払
い
つ

つ
も
、
突
入
し
た
ハ
イ
ヴ
攻
略
部
隊
の
手
に
よ
り
反
応
炉
が
破
壊
さ
れ
、
人
類

側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
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登
場
人
物
（
前
書
き
）

本
編
へ
の
登
場
に
伴
い
、
順
次
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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登
場
人
物

黒
羽
一

　
日
本
帝
国
陸
軍
・
呉
基
地
所
属
。
階
級
は
大
尉
。
愛
機
は
０
４
式
。
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
突
撃
前
衛
。

　
呉
基
地
で
は
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ン
グ
』
中
隊
の
中
隊
長
を
務
め
た
。

　
『
一
二
・
五
事
件
』
、
『
甲
二
十
一
号
作
戦
』
、
『
横
浜
基
地
防
衛
戦
』
、

『
甲
二
十
号
作
戦
』
な
ど
の
激
戦
を
生
き
残
り
、
０
４
式
の
開
発
部
隊
に
も
所

属
し
て
い
た
凄
腕
の
衛
士
。

　
『
甲
１
６
号
作
戦
』
に
お
い
て
機
体
が
大
破
。
Ｓ
－
１
１
に
て
爆
死
。

　
し
た
か
に
思
え
た
が
、
目
覚
め
る
と
『
Ｉ
Ｓ
』
の
世
界
に
転
移
し
て
き
て
い

た
。

　
身
体
能
力
や
知
識
な
ど
は
、
殆
ど
引
き
継
が
れ
て
い
る
模
様
。
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零
章
　
『
目
覚
め
』
（
前
書
き
）

『
Ｉ
Ｓ
』
本
編
に
行
く
ま
で
に
、
結
構
時
間
掛
か
り
そ
う
で
す
。
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零
章
　
『
目
覚
め
』

「
・
・
・
・
・
・
っ
」

　
黒
羽
一
は
、
突
然
射
し
た
日
差
し
に
思
わ
ず
目
を
開
け
た
。
大
き
く
欠
伸
を

す
る
と
、
ガ
リ
ガ
リ
と
頭
を
掻
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
眠
い
」

襲
っ
て
き
た
眠
気
に
、
一
は
再
び
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
ん
だ
。

（
に
し
て
も
・
・
・
・
・
・
柔
ら
か
い
布
団
だ
な
・
・
・
。
基
地
の
布
団
は
固

い
の
で
有
名
だ
っ
た
の
に
）

　
呉
基
地
の
布
団
は
固
い
。
札
幌
基
地
の
珈
琲
は
味
が
濃
い
。
大
阪
基
地
は
味

が
薄
い
。

　
帝
国
軍
主
要
基
地
の
設
備
に
対
す
る
不
満
を
あ
げ
た
も
の
だ
。

　
『
甲
二
十
号
』
の
陥
落
で
、
徐
々
に
情
勢
は
好
転
し
つ
つ
は
あ
る
が
、
帝
国

内
の
物
資
は
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
基
地
の
設
備
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
こ

は
無
い
の
が
現
状
だ
っ
た
。

（
・
・
・
・
・
・
・
・
・
え
っ
？
）

　
一
は
自
身
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
違
和
感
を
覚
え
、
飛
び
起
き
た
。
一
の

部
屋
が
あ
る
の
は
、
基
地
の
地
下
３
階
だ
。
日
の
光
が
射
す
事
は
、
あ
り
え
な

い
の
だ
。

「
ど
こ
だ
？
・
・
・
・
・
・
ど
こ
だ
よ
。
こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
！
」
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一
の
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
、
最
低
限
の
家
具
し
か
置
か
れ
て
い
な

か
っ
た
殺
風
景
な
部
屋
で
は
な
か
っ
た
。

　
綺
麗
な
壁
紙
に
、
暖
か
そ
う
な
絨
毯
。
見
た
事
も
な
い
機
械
に
、
美
麗
な
印

刷
が
な
さ
れ
た
本
の
数
々
。
そ
れ
は
今
ま
で
一
が
見
た
事
も
な
い
よ
う
な
光
景

だ
っ
た
。

「
俺
は
・
・
・
・
・
・
死
ん
だ
じ
ゃ
・
・
・
な
い
の
か
・
・
・
・
・
・
！
」

　
自
分
は
間
違
い
な
く
、
数
分
前
『
甲
十
六
号
作
戦
』
で
命
を
落
と
し
た
筈
だ
。

　
恋
人
に
、
親
友
に
、
戦
友
に
別
れ
を
告
げ
て
『
Ｓ
－
１
１
』
で
自
爆
し
た
筈

だ
。

　
そ
れ
な
の
に
何
故
、
自
分
は
見
知
ら
ぬ
部
屋
で
寝
て
い
る
の
だ
。

「
何
だ
こ
れ
・
・
・
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・
っ
！
！
！
」

　
頭
部
に
今
ま
で
に
感
じ
た
事
の
無
い
痛
み
が
襲
っ
た
。

（
記
憶
？
・
・
・
・
俺
は
こ
ん
な
記
憶
知
ら
な
い
・
・
・
・
・
・
！
）

　
痛
み
を
伴
い
な
が
ら
、
脳
に
自
分
の
知
ら
な
い
記
憶
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。

　
一
の
知
っ
て
い
る
記
憶
。

　
父
の
居
な
か
っ
た
幼
少
期
。
世
界
の
実
情
を
知
り
、
訓
練
校
で
衛
士
と
な
る

べ
く
己
を
鍛
え
、
衛
士
と
し
て
戦
い
続
け
た
青
年
期
。
そ
し
て
、
『
甲
十
六
号

作
戦
』
で
自
爆
し
た
。

　
一
の
知
ら
な
い
記
憶
。

　
父
の
居
た
幼
少
期
。
世
界
の
実
情
も
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
た
だ
怠
惰
に
過

ご
し
て
い
る
青
年
期
。
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「
何
な
ん
だ
よ
、
こ
の
嫌
な
感
じ
は
・
・
・
・
・
・
」

　
一
の
記
憶
の
中
で
は
、
２
２
歳
で
『
甲
十
六
号
作
戦
』
で
戦
死
し
た
の
が
最

後
の
記
憶
だ
。
だ
が
、
一
の
知
ら
な
い
記
憶
は
、
１
５
歳
で
記
憶
の
続
き
が
無

い
。

「
気
持
ち
悪
ぃ
」

　
頭
痛
は
止
ん
だ
も
の
の
、
頭
が
ぐ
わ
ん
ぐ
わ
ん
と
し
て
吐
き
気
が
す
る
。

「
こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
俺
の
部
屋
・
・
・
何
だ
よ
な
」

　
も
う
一
つ
の
記
憶
と
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
の
部
屋
は
ど
う
や
ら
『
黒
羽
一
』

の
自
室
と
言
う
事
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
痛
む
頭
を
抱
え
な
が
ら
、
自
身
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

（
く
そ
っ
、
落
ち
着
け
！
衛
士
た
る
も
の
常
に
冷
静
で
あ
れ
。
だ
ろ
う
）

　
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
教
科
書
と
プ
リ
ン
ト
が
積
ま
れ
た
机
が
目
に
付
い
た
。

（
と
に
か
く
・
・
・
・
・
・
状
況
を
整
理
す
る
か
）

　
ベ
ッ
ド
か
ら
身
体
を
起
こ
す
と
、
机
の
そ
ば
に
置
か
れ
て
い
た
椅
子
に
腰
掛

け
る
。
そ
し
て
、
適
当
に
置
か
れ
て
い
た
ノ
ー
ト
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
手
に
取
っ

た
。

（
俺
の
名
前
は
黒
羽
一
、
１
９
８
１
年
４
月
１
８
日
生
ま
れ
。
郡
山
衛
士
訓
練

学
校
卒
業
。
日
本
帝
国
陸
軍
呉
基
地
所
属
、
第
３
１
８
中
隊
の
中
隊
長
。
階
級

は
大
尉
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
突
撃
前
衛
）
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自
分
の
所
属
部
隊
な
ど
を
、
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い
る
と
、
先
程
の
頭
痛
が

再
び
襲
っ
て
き
た
。

（
ま
た
俺
の
知
ら
な
い
記
憶
だ
…
…
い
や
、
俺
は
知
っ
て
る
？
）

　
先
程
書
い
た
文
章
の
上
に
、
『
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
居
た
世
界
』
と
乱
雑
に
書
き
込

む
と
、
ノ
ー
ト
を
捲
っ
た
。
次
は
『
俺
の
知
ら
な
い
？
記
憶
』
と
書
き
込
み
、

頭
に
浮
ん
で
き
た
情
報
を
書
き
込
み
始
め
た
。

（
名
前
は
変
わ
ら
な
い
。
生
年
月
日
は
１
９
９
３
年
４
月
１
８
日
。
地
元
の
中

学
校
の
３
年
生
。
進
路
は
地
元
の
進
学
校
を
予
定
。
既
に
試
験
を
終
え
、
結
果

待
ち
）

　
一
通
り
情
報
を
書
き
終
え
る
と
、
一
は
持
っ
て
い
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
放
り
投

げ
た
。

「
ど
う
な
っ
て
ん
だ
、
こ
の
状
況
は
！
」

　
ガ
リ
ガ
リ
と
頭
を
掻
き
な
が
ら
、
一
は
叫
ん
だ
。

　
自
分
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
？
何
故
、
情
報
の
違
う
二
つ
の
記
憶
を
持
っ

て
い
る
？

　
崩
れ
る
よ
う
に
椅
子
に
身
体
を
預
け
な
が
ら
、
一
は
天
井
を
眺
め
た
。

　
そ
う
す
る
事
、
数
十
分
。
よ
う
や
く
一
は
椅
子
か
ら
落
ち
か
ね
な
い
ほ
ど
、

ず
り
落
ち
て
い
た
体
勢
を
直
し
た
。

「
悩
ん
で
も
変
わ
ら
な
い
か
…
…
」

　
心
底
疲
れ
た
と
言
っ
た
声
色
で
呟
く
と
、
今
度
は
ベ
ッ
ド
の
上
に
身
を
投
げ

た
。

　
先
程
の
頭
痛
が
ま
だ
退
か
ず
、
吐
き
気
を
増
し
始
め
た
の
だ
。
思
考
が
ま
と

ま
ら
ず
、
頭
が
重
い
。
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（
と
に
か
く
俺
は
元
々
持
っ
て
い
た
記
憶
と
は
、
別
に
も
う
一
つ
の
記
憶
を
持

っ
て
る
の
は
確
か
だ
）

　
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
あ
も
鮮
明
に
記
憶
が
思
い
出
せ
る
は
ず
が
無
い
。
違

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
き
っ
と
自
分
の
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
。
と
言
う
事
だ
ろ

う
。
一
と
し
て
は
、
ま
と
も
な
思
考
で
考
え
が
出
来
て
い
る
以
上
、
後
者
は
選

択
肢
に
入
れ
た
く
は
無
か
っ
た
の
だ
が
。

（
そ
ん
で
、
こ
こ
は
元
々
俺
が
居
た
世
界
じ
ゃ
な
い
っ
て
の
も
確
か
だ
…
…
）

　
こ
れ
は
殆
ど
直
感
で
あ
っ
た
が
、
一
は
９
割
方
当
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思

っ
た
。

　
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
元
々
い
た
世
界
で
見
た
事
が
無
い
物
が
存
在
す
る
事
。

二
つ
目
は
、
空
気
だ
。
空
気
と
い
っ
て
も
清
ん
で
い
る
と
汚
れ
て
い
る
と
か
で

は
な
く
、
感
覚
だ
。
も
と
い
た
世
界
が
持
っ
て
い
た
空
気
は
、
ぴ
り
ぴ
り
と
し

た
常
に
気
が
張
る
よ
う
な
感
覚
だ
が
、
今
い
る
世
界
は
な
ん
と
言
う
か
穏
や
か

な
、
悪
く
言
っ
て
し
ま
え
ば
微
温
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
覚
だ
っ
た
。

「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
。
か
…
…
」

　
一
は
生
ま
れ
て
始
め
て
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
事
を
使
っ
た
。

「
寝
る
か
」

　
寝
る
だ
け
で
元
の
世
界
に
戻
れ
る
と
は
当
然
の
事
な
が
ら
思
っ
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
一
は
古
典
的
な
『
夢
オ
チ
』
と
い
う
物
に
賭
け
て
見
た
く
な

っ
た
の
だ
っ
た
。

　
自
分
が
居
る
べ
き
世
界
は
こ
こ
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
別
の
世
界
で
生
活
す
る
。
そ
ん
な
夢
物
語
の
様
な
出
来
事
は
必
要
な
い
の
だ
。

　
た
と
え
ど
ん
な
過
酷
な
現
実
で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
が
い
る
。
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そ
れ
を
護
る
の
が
自
分
の
役
割
な
の
だ
か
ら
、
一
刻
も
早
く
元
い
た
世
界
に
戻

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
目
に
入
る
光
景
が
、
見
に
覚
え
の
あ
る
天
上
で
あ
る
事
を
願
っ
て
、
一

は
目
を
閉
じ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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